










































































る武道場や食堂の代替えの建物 (り |1内 サブアリーナ棟)建設や、給水管の移設に伴い、発掘調査を実施しました。
これら地下鉄東西線機能補償に関係する調査は、仙台市からの補償費を財源として実施しています。通常業務に
加えて、これら事業を迅速に実施することが必要でした。そのため補償費を財源として、2009年 度までの任期付

































川内古碑群 01386 鎌倉 弘安10年 (1287)。 正安 4年 (1302)他
仙台市青葉区
川内41





















































埋蔵文化財調査室の職員は、併任の調査室長1名、文化財調査員3名 (う ち特任准教授 1名、専門職員2名 )、



















職 名 氏 名 等 備 考
調査室長 文学研究科教授 阿子島 香 併任
文化財調査員
特任准教授 藤沢  敦
専門職員 柴田 恵子
専門職員 高木 暢亮
一般職員 小 原 一成 地下鉄東西線機能補償費を財源とした任期付職員
技術補佐員 准職員 百  々 千鶴 地下鉄東西線機能補償費を財源とした任期付職員
事務補佐員 時間雇用職員 渡辺 三夫 埋蔵文化財調査室運営費を財源とした職員
整理作業員 時間雇用職員
6名
(通年 4名 ・短期 2名 )
全学的基盤経費を財源とした職員








1:仙台城跡 2:川 内古碑群 3:川 内A遺跡 4:川 内B遺跡 5:桜 ヶ岡公園遺跡 6:青 葉山B遺跡 7:青 葉山E遺跡
8:青葉山C遺跡 9:青 葉山A遺跡 10:青葉山D遺跡 11:芦ノロ遺跡 12:片 平仙台大神官の板碑 13:郷六大日如来の碑
14:葛 岡城跡 15:郷六城跡 16:郷六建武碑 17:沼 田遺跡 18:郷六御殿跡 19:郷六遺跡 20:松 ヶ岡遺跡
21:向山高裏遺跡 22:萩 ヶ丘遺跡 23:茂 ケ崎城跡 24:ニツ沢横穴墓群 25:萩 ヶ岡B遺跡 26:八木山緑町遺跡
27:ニツ沢遺跡 28:青山二丁目遺跡 29:青山二丁目B遺跡 30:杉土手 (鹿 除土手)31:砂押屋敷遺跡 32:砂押古墳
33:富沢遺跡 34:泉崎浦遺跡 35:金洗沢古墳 36:土手内窯跡 37:土手内遺跡 38:土手内横穴墓群 39:三神峯遺跡
40:金山窯跡 41:三神峯古墳群 42:富沢窯跡 43:裏町東遺跡 44:裏町古墳 45:原東遺跡 46:原遺跡 47:八幡遺跡
48:後田遺跡 49:町遺跡 50:神漉山遺跡 51:御堂平遺跡 52:上野山遺跡 53:北前遺跡 54:佐保山東遺跡
I : Ruin of Sendai Castle
2 : Kawauchi steles
3:KawauchiASite
4:Kawauchi BSite






ll : Ashinokuchi Site
図 1 東北大学と周辺の遺跡











の収蔵庫として保管倉庫 (プ レハブ2階建・202ぷ )が作業棟の南側に設置され、専用の収蔵場所が確保される
ようになった。






















































補償 1/11-3/14 59.6 近世
試掘調査 青葉山 理学部・薬学部厚生会館北側 (2007‐ 17) 理学部・薬学部松林園路整備工事 2/18-2/26
立会調査
川内南 図書館 2号館北側 (2007-1) 文学研究科分室新営工事













補償 6/1 ・5、  7/3
川内南 記念講堂南西側 (2007-5) 給水管漏水復旧工事 7/25









21・ 25、  10/12





川内南 文学研究科棟周辺から北側 (2007‐ 10) 文学研究科研究棟改修工事 10/16-18




































青葉山 工学研究科機械・知能系 (2007-② )
工学研究科機械系教育実験棟新営その他
工事







クラシックカー展示施設新営工事 1/17、  3/12

















600ぷ 分について、先行して調査を開始することとし、2006年 10月 2日 から重機による掘削を開始し、10月 10日
から作業員を投入した精査に入った。その後、建物計画の詳細が確定したのに伴い、12月 1日 から416ボ につい
て追加の重機掘削を行い、調査範囲を拡大した。
1・ 2月 は、厳冬期に入るため、少人数の人員で、遺構の精査を小規模ながら実施した。また、調査区東側に
確保していた通路を移動する目処がたったため、2月 14日 から仮囲いの位置を移動し、375ボ について更に追加
の重機掘削を行った。これによって、合計の調査面積1,401ボの内、重機の進入が難しく手掘 りで掘削すること
となった10ボ 分を除く1,391ボについて、2006年 度に調査に着手したこととなった。 3月 からは作業員を増員し、
本格的な調査を再開した。
2007年 度の調査は、3月 からの作業をそのまま引き継ぎ実施した。仮設作業小屋などで重機の進入が難しく、
手掘 りで表土掘削を行うこととなり残されていた10ボ については、 4月 17日 から23日 の期間に盛土を除去した。
これにより、調査面積1,401ボ の全てで、精査に着手することとなった。










い、9月 10日 で調査の一切を終了した。また、調査成果の概要が明らかとなった8月 4日 には、現地説明会を開
催している (図 13)。



















































































































工事の進行と併行し、 1月 11日 から3月 14日 にかけて、断続的に調査を実施した。3ケ 所 (1・ 3・ 4区 )で、
明治時代初頭の地層 (2層 )や地山が残存してお り、手掘 りによる精査を行った (図 5)。 調査面積は、596ぷ
である。体育館西側の一部で 2層が残存しており、当初は2区 として精査対象としたが、掘削が 2層 まで及ばな
いこととなり精査は行わなかった。これら以外は、既存管による既掘削範囲か、新しい盛土の範囲内であった。
本調査を実施した区域は、調査順に 1・ 3・ 4区 とした。 1区ではビット7基 を検出した他、北側部分に2層
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上記した市埋文調査機能補償によって移転する駐輪場 (立会調査番号2007-3・ 駐輪場 1)に外灯を設置する
工事と、厚生会館北東側にある駐輪場に上屋を設置するための基礎工事 (駐輪場 2)、 プールの東側に駐輸場を
















































































































































調査は2008年 2月 18日 から26日 の期間で実施した。前年度の調査区に続けて、北西側の階段部分を4区、水飲







と思われる。ローム層上面で、楕円形の掘 り込みが 1基検出されたが、埋土にしまりが全 く見られず柔らかいこ





































































































・薬松林園路整備試掘調査   荒 巻

























.   I
I‐ 1
m   l
図8 青葉山B遺跡試掘調査地点
4区全景 (南東から、深掘り前)
5区全景 (東から) 4区深掘り状況 (北から)
図9 青葉山B遺跡試掘調査状況
(4)青葉山東地区の調査

















理学研究科付属原子核理学研究施設 (2009年 12月 から電子光理学研究センター)や職員宿舎が所在する富沢地












(6)川 渡地区の調査                                      ′
宮城県北部の大崎市 (旧 鳴子町)鳴子温泉大口字蓬田ほかに所在し、農学研究科附属複合生態フィールド教育
研究センターの複合陸域生産システム部 (旧 附属農場)な どが置かれている川渡地区では、立会調査 1件を実施
した (図 11)。
・附属複合生態フィールド教育研究センター牛舎他新営工事 (2007-③ )












































































































1:赤這遺跡 (縄文)2:久 田遺跡 (縄文)3:大 室院跡 (近 世)4:上 川原遺跡 (縄文)5:丸 森遺跡 (縄文)
6:東北大学農場 2・ 3号畑遺跡 (縄文)7:町 西遺跡 (弥生)8:町 A遺跡 (縄文・古代)9:町 B遺跡 (縄文)
10:修験院善教坊跡 (近 世)11:鍛冶谷沢町宿駅跡 (近 世)12:鍛冶谷沢検断跡 (近 世)13・ 14:町 C遺跡 (縄文・古代)





2007年 度は、F東北大学埋蔵文化財調査年報19第 4分冊』と『東北大学埋蔵文化財調査年報22』 の2冊を刊行
した。
『東北大学埋蔵文化財調査年報19第 4分冊』は、2001年 度 (平成13年度)に実施した、仙台城跡二の丸北方武
家屋敷地区第 7地点 (マ ルチメディア総合研究棟新営に伴う調査)の出土遺物の内、木製品 。漆塗製品 。金属製
品 。石製品を掲載した。二の丸北方武家屋敷地区第 7地点の出土遺物が膨大なため、年報19は 5分冊に分けて刊
行することとしている。出土遺物については整理作業が終了したものから、順次刊行することとした。2005年度
に武家屋敷地区第 7地点の検出遺構までを掲載した第 1分冊を刊行し、2006年 度に木簡と墨書ある木製品を掲載
した第 3分冊を刊行している。2007年 度は、木製品 。漆塗製品 。金属製品・石製品について作業が終了したため、
これらを掲載した第4分冊を刊行した。
『東北大学埋蔵文化財調査年報22』 は、2004年 度 (平成16年度)に実施した調査成果や、年度事業の概要をと




















2007年 度は、前年度から開始した、仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第 7地点 (2001年度調査・BK 7)の 出
土木製品の処理を継続して実施した。武家屋敷地区第 7地点から出土した木製品は、木簡を含め膨大な数量にの












2007年 度末時点で、当調査室で保管している遺物総量は2,788箱 である。前年度と比較すると、70箱 の減少と
なっている。
2007年 度の調査によって新たに増加 した箱数は、166箱 である。仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第11地点
(BKll)の調査によるものが165箱である。仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第12地点 (BK12)の調査によるも
のが 1箱である。
2007年 度は、調査年報19第 4分冊と調査年報22を 刊行した。



























年  度 未整理箱数 整理済箱数 合計箱数 備 考
104 0 104







1,086 1,487 年報 4・ 5(1986・ 87年度調査分)刊 行
1,028 年報 6(1988年 度調査分)刊行
l,764 年報 7(1989年 度調査分)刊 行
861 1893
1996 469 1908 年報8(19∞年度調査分)刊 行
1997 1926 年報 9・ 10(1991・ 92年度調査分)刊 行
1998 236 年報 l 2(1993・ 94年度調査分)刊 行
1,893 年報 995年 度調査分)刊 行
2● Xl l,926 2677 年報 4 5・ 16(19%・ 97・ 98年度調査分)刊 行
2∞ 1 1926 年報 7 999年 度調査分)刊 行
2002 l,234 31∞
2003 2861 二の九第17地 点整理後詰め直し等で箱数減少
2004 2370 年報 8(211ul年 度調査分)刊 行
2005 2.384 2.856 年報 9‐ 1・ 20(21Xll・ 02年 度調査分)刊 行
21X3 2.858 年報 9‐3・ 21(21Xll・ 03年 度調査分)刊 行











































・平成19年度宮城県遺跡調査成果発表会 2007年 12月 16日  於 :仙台市博物館
「仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第11地 点の調査」 発表者 :高木暢亮





6.教 育 普 及 活 動
(1)非常勤講師
2007年 度に、当調査室の文化財調査員で、非常勤講師を担当したものは次のとおりである。
・藤沢 敦 東北大学大学院文学研究科 。文学部 考古学特論・各論 (後期)「 日本古代国家の周縁地域」




2007年 6月 21日 於 :仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第11地点調査現場
授業担当教官 :深澤百合子 (大学院国際文化研究科教授)
調査室担当者 :藤沢敦 。高木暢亮
。東北大学大学院文学研究科 。文学部 考古学実習 保存処理実習
2007年 12月 5日  於 :埋蔵文化財調査室保存処理作業棟




・貸 出 先 :多賀城市埋蔵文化財調査センター第21回企画展「考古学から見た環境問題」
貸出資料 :仙台城跡二の丸第 5・ 9。 14・ 17地点、二の丸北方武家屋敷地区第 4地点出土陶磁器合計30点
仙台城跡二の丸第17地 点調査状況写真 2占
展示期間 :2007年 10月 2日 ～2008年 1月 27日


















「エミシ文化のシンボルー阿光坊古墳群」 於 :お いらせ町町民交流センター





した (図 13)。 参加者は、約80名 であった。なお一般公開に先立って、報道機関向けの発表を行っている。
図13 仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第11地点現地説明会開催状況
(引用 0参考文献〉




仙台市史編さん委員会編 2006『仙台市史 特別編7 城館』仙台市
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985～ 1994『東北大学埋蔵文化財調査年報』 1～ 7
東北大学埋蔵文化財調査研究センター 1997～ 2006『東北大学埋蔵文化財調査年報』 8～ 18、 19-1、 20
東北大学埋蔵文化財調査室 2007～ 2010『東北大学埋蔵文化財調査年報』19‐ 2・ 3・ 4・ 5、 21～24




東北大学埋蔵文化財調査室 2008「2007年 度宮城県内主要発掘紹介 仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第11地
点」『宮城考古学』第10号 p.210 宮城県考古学会
藤沢敦・千葉直美 。柴田恵子・松井敏也 。手代木美穂・川向聖子 2005「岩手県山田町房の沢古墳群の保存処
理済み鉄製遺物の再処理」『日本文化財科学会第22回大会研究発表要旨集』pp.308～309 日本文化財
科学会





平成6年 5月 17日  規第56号
(趣 旨)
第 1条 この規程は、国立大学法人東北大学埋蔵文化財調査室 (以下「調査室」という。)の組織及び運営につ
いて定めるものとする。
(目 的)













3 室長の選考は、第 6条 に規定する運営委員会の議に基づき、総長が行う。






























第12条 第 7条第 1号から第 3号 まで並びに第10条 第 3号 に掲げる委員は、室長が委嘱する。
(任期)











1 この規程は、平成 6年 5月 17日 から施行する。
2 東北大学埋蔵文化財調査委員会規程 (昭和58年規第38号 )は、廃止する。
3 東北大学公印規程 (昭和46年規第17号)の一部を次のように改正する。
〔次のよう〕略
附 則 (平成16年 4月 1日 規第207号改正)
この規程は、平成16年 4月 1日 から施行する。
附 則 (平成18年 4月 26日 規第80号改正)
1 この規程は、平成18年 4月 26日 から施行し、改正後の国立大学法人東北大学埋蔵文化財調査室規程の規定は、
平成18年 4月 1日 から適用する。
2 平成18年 4月 1日 (以下「適用日」という。)の前日にセンター長の任にある者は、適用日において改正後
の第4条第 3項の規定により室長となったものとみなし、その任期は、同条第 4項の規定にかかわらず、平成
18年 5月 16日 までとする。
附 則 (平成19年 4月 1日 規第76号改正)
この規程は、平成19年 4月 1日 から施行する。
2.東北大学埋蔵文化財調査室運営委員会委員名簿 (2007年度)
委員長 室   長 (文学研究科 教授)                        阿子島
委 員 施設整備・運用委員会川内キャンパス整備委員会委員 (経済学研究科 教授)    平 本
施設整備 。運用委員会青葉山キャンパス整備委員会委員 (生命科学研究科 教授)  河 田
施設整備 。運用委員会星陵キャンパス整備委員会委員 (加齢医学研究所 教授)  近 藤
施設整備・運用委員会片平キャンパス整備委員会委員
(研究教育基盤技術センター教授) 青 木
施設整備・運用委員会雨宮キャンパス整備委員会委員 (農学研究科 教授)     山 口
文学研究科 教 授                              今 泉
文学研究科 教 授                              大 藤
理学研究科 教 授                              藤 巻
工学研究科 教 授                              飯 淵
総合学術博物館 教 授                            柳 田
東北アジア研究センター 教 授                        平 川
施  設  部  長                             山 下















3.東 北 大学 埋 蔵 文化 財調 査 室 運 営委 員会 調 査 部会 委 員名簿 (2007年度 )
委員長 室   長 (文学研究科 教授)






埋蔵文化財調査室 文化財調査員 (特任准教授 )
埋蔵文化財調査室 文化財調査員 (専門職員 )
埋蔵文化財調査室 文化財調査員 (専門職員 )
埋蔵文化財調査室 文化財調査員 (一般職員 )
学生 。支援部長











































































































































































東北大学埋蔵文化財調査年報22 2008 平成16年度 (2004年度)事業概要 東北大学埋蔵文化財調査室






書 名 刊行年 掲載内容 刊行主体
東北大学埋蔵文化財調査室年次報告2007 平成19年度 (2007年度)事業概要 東北大学埋蔵文化財調査室
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